
Vol.43
発行：平成23年11月1日
編集・発行：信州短期大学広報委員会
〒385-0022　佐久市岩村田2384
http://www.shintan.ac.jp/
印刷：（株）アオヤギ印刷

…総合ビジネス学科募集停止について
…2011キャンパスライフ
…第46回全国私立短期大学体育大会/
第 17回長野県私立短期大学体育大会

…前期の授業から
…信陽会だより／卒業生の今
…学友会から／トピックス

P2
P3
P4

P5
P6
P8

第 46回全国私立短期大学体育大会

男子バレーボール12連覇!!男子ソフトテニス初優勝!!
第17回長野県私立短期大学体育大会

男女バレーボール＆男子バスケットボール優勝!!
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地
域
の
産
業
や
文
化
の
発
展

は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
の
福

祉
向
上
に
貢
献
し
う
る
人
間
性

豊
か
な
人
材
育
成
を
目
指
し
昭

和
63
年
４
月
に
信
州
短
期
大
学

経
営
学
科
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
齢
化
社
会
の
到
来

と
い
う
時
代
の
要
請
に
応
え
る
と
共
に
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
介
護
福

祉
士
の
養
成
を
図
る
た
め
平
成
18
年
４
月
に
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

科
介
護
福
祉
専
攻
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
に
は
、
経
営

情
報
学
科
を
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
名
称
を
変
え
、
経
営
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
ス
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
健
康

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
４
コ
ー
ス
、
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を
介
護

福
祉
学
科
に
再
編
し
ま
し
た
。

「
信
短
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
た
信
州
短
期
大
学
は
多
く
の
有
為

な
卒
業
生
を
地
元
は
も
と
よ
り
長
野
県
下
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
18
歳
人
口
の
減
少
、
高
校
生
の
四
年
制

大
学
指
向
の
高
ま
り
等
の
影
響
を
う
け
、
入
学
者
の
減
少
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の
募

集
停
止
を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
信
州
短
期
大

学
の
名
称
を
平
成
24
年
４
月
よ
り
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
と
変
更

す
る
こ
と
を
文
部
科
学
省
に
申
請
し
ま
し
た
。
介
護
福
祉
学
科
は
佐
久

大
学
信
州
短
期
大
学
部
の
下
で
学
生
を
継
続
し
て
募
集
い
た
し
ま
す
。

佐
久
大
学
は
佐
久
地
方
の
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
で
活
躍
す
る
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
・
介
護

福
祉
士
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
介
護
福
祉
士
の
養

成
は
喫
緊
の
要
事
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
佐
久
大
学

信
州
短
期
大
学
部
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
人
材
育
成
を
目
指
し
、
先
進

的
取
り
組
み
を
し
て
い
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
や
施
設
と
連
携
し

て
実
践
的
に
学
び
を
深
め
、
高
め
、
広
げ
る
こ
と
を
追
求
し
て
い
き
ま

す
。信

州
短
期
大
学
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
は
募
集
停
止
の
や
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
よ
り
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
介
護
福
祉
学
科
に
、
旧
来
に
も
ま

し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

樫
山
幹
男

学
校
法
人
佐
久
学
園

白
井
汪
芳

矢
羽
田
明
美

わ
が
国
は
世
界
で
も
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
超
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に

な
っ
て
ゆ
く
の
か
世
界
が

注
目
し
て
い
ま
す
。
介
護

福
祉
分
野
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
必
ず
し
も
社
会
的
に
は
十
分
理
解
さ
れ
て
な
い

の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
介
護
福
祉
士
は
看
護
師
と

は
別
の
独
立
し
た
将
来
性
の
あ
る
職
種
で
す
。
本
学
は
、

世
界
で
も
類
の
な
い
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
未
開
拓

の
介
護
福
祉
の
在
り
方
の
研
究
と
、
誇
り
を
持
っ
て
そ

こ
に
携
わ
れ
る
介
護
福
祉
士
等
の
人
材
育
成
に
挑
戦
し

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
他
の
類
似
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
と

異
な
り
広
い
教
養
と
国
際
性
と
先
進
的
介
護
福
祉
技
術

を
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
分
野
の
最
も
進
ん
だ
国

で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
特
任
教
授
を
招
き
講
義
と
実

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
佐
久
地
域
に
は
、
日
本

で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
老
人
保
健
施
設
の
一
つ
で
あ
る

佐
久
総
合
病
院
老
人
保
健
施
設
な
ど
、
医
療
福
祉
分
野

の
先
進
的
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
佐
久
市
に
お
い
て
は

世
界
最
高
健
康
都
市
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

恵
ま
れ
た
佐
久
地
域
で
実
践
的
な
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。卒

業
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
優
先
的
に
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
、
求
人
は
３
倍
以
上
、
就
職
率
は
毎
年
１
０

０
％
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
高
ま
る
未
来
の
短
期
大
学
士

の
養
成
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
本
学
へ
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

先
進
的
介
護
福
祉
学
を
め
ざ
し
て

学
長

平
成
24
年
度
に
迎

え
る
学
生
は
介
護
福

祉
学
科
の
学
生
の
み

と
な
り
ま
す
。
「
医

療
・
福
祉
」
を
中
心

と
し
て
人
材
育
成
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
介
護

福
祉
学
科
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
本
学
に
入
学
し
た
学
生
が
日
本
の

介
護
を
背
負
っ
て
い
け
る
教
育
と
資
質
を
身
に
つ

け
、「
質
の
高
い
介
護
福
祉
士
」
の
養
成
に
力
を

入
れ
る
と
同
時
に
、
地
域
の
介
護
施
設
や
病
院
に

必
要
と
さ
れ
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
こ
と
を
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
本
学
の
卒
業
生
を
求
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
、
就
職
率
１
０
０
％
を
目
指
し
た
教

育
に
当
た
り
ま
す
。
卒
業
生
の
日
ご
ろ
の
協
力
や

導
い
て
く
だ
さ
っ
た
路
に
よ
り
後
輩
の
学
生
が
安

心
し
て
進
路
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
、
ま

た
卒
業
生
が
多
く
の
職
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

本
学
と
一
緒
に
介
護
福
祉
士
の
育
成
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

質
の
高
い
介
護
福
祉
の
養
成

学
科
長

理
事
長



15日(火)
卒業証書授与式
卒業記念パーティー
3

March

4日(月)
入学式
後援会定期総会
5日(火)～ 6日(水)
新入生オリエンテーション
7日(木)
2年生ガイダンス
6日(水)～ 7日(木)
健康診断（1・2年生）
8日(金)
前期授業開始

4
April

13日(金)～ 6月10日(金)
第2段階実習(介護2年)
17日(火)
開学記念日

5
May

17日(金)
開学祭
25日(土)
第１回オープンキャンパス
27日(月)～ 7月15日(金)
居宅介護実習(介護2年)

6
June

23日(土)
第１回進学相談会　7

July

１日(月)
夏期休業(総合)
１日(月)～ 5日(金)
前期試験(介護)
8日(月)～ 11日(木)
全国私立短期大学体育大会
8日(月)～　
夏期休業(介護)
17日(水)～ 9月15日(木)
学生生活懇談会
20日(土)
第2回オープンキャンパス

8
August

2011
卒業式
3 月 15 日(火)、平成

22 年度卒業証書授与式が
挙行されました。式終了後
の卒業記念パーティーで
は、卒業生が製作したＤＶ
Ｄが上映されました。
「10 年後の自分」や「こ
んな自分になりたい!!」の
メッセージを見ながら、お
世話になった先生や友人た
ち、後輩たちと楽しく過ご
しました。

キャンパスライフ
前期行事から

前期行事カレンダー

SHINSHU 
JUNIOR 
COLLEGE

9
September

2
February

後期行事カレンダー

入学式・新入生オリエンテーション

開学祭

介護福祉施設実習

9日(金)～ 10月14日(金)
第3段階実習(介護2年)
10日(土)
第3回オープンキャンパス
17日(土)
長野県私立短期大学
体育大会(主管校)
22日(木)
後期ガイダンス
26日(月)
後期授業開始

１日(水)～　
春期休業(総合)
１日(水)～ 8日(水)
後期試験(介護)
9日(木)～　
春期休業(介護)
15日(水)
卒業時共通試験(介護 2年)
17日(金)
卒業単位発表
29日(水)
卒業者発表

4 月 4日(月)、平成 23
年度入学式が行われまし
た。式では、各学科の代表
者に入学許可証が授与され
ました。5日・ 6日には、
新入生オリエンテーション
が行われました。2 年間
という短い時間を有意義に
過ごせるよう、先生や先輩
からのアドバイスを熱心に
聞いていました。

6月 17日(金)、佐久市
総合体育館にて、学友会が
企画運営を行う開学祭(スポ
ーツ大会)が行われました。
ソフトバレーやムカデ・二
人三脚を、1・2年生合同
チームで競い合いました。
学科やクラス・ゼミ、学年
を越えて交流を深めました。
優勝チームには豪華景品も
あり、楽しいひと時を過ご
しました。

介護福祉学科 2 年生は
5月 13日(金)から 21日
間、各施設で第 2 段階実
習を行いました。この実習
では、生活障害をもってい
る高齢者や障害者への生活
援助の方法を学びます。特
別養護老人ホームや介護老
人保健施設など、現場でし
か学べない厳しさや喜びを
感じながら実習を行いまし
た。

10
Octorber

１日(土)
第2回進学相談会
21日(金)
大学祭準備(全授業休講)
22日(土)～ 23日(日)
大学祭
24日(月)
大学祭片付け(全授業休講)

11
Nobember

15日(火)
立誓式(介護１年)
16日(水)～ 12月2日(金)
第１段階実習(介護１年)

12
December

22日(木)
年内授業終了
26日(月)～ 1月6日(金)
冬期休業

1
January

10日(火)
授業再開
31日(火)
後期授業終了

3
March

15日(木)
卒業証書授与式
卒業記念パーティー



●男子バレーボール部

全国大会：優勝

県 大 会：優勝

●女子バレーボール部

全国大会：Ａブロックベスト16

県 大 会：優勝

●男子バスケットボール部

全国大会：3位／県大会：優勝

●女子バスケットボール部

全国大会：Ｂブロック3位／県大会：3位

●バドミントンサークル

全国大会：女子個人戦(山岸) 2 回戦敗退

県 大 会：女子団体戦 3位

●テニスサークル(ソフトテニス)

全国大会：男子個人戦(傘木･木下) 優勝，

女子個人戦(諏訪・小林) 

Ｎブロック3位

●卓球サークル

全国大会：男子個人戦(湯浅) ベスト 8，

(石原) ベスト16
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第46回
全国私立短期大学体育大会
第17回
長野県私立短期大学体育大会

大会結果

第46回
全国私立短期大学体育大会
第17回
長野県私立短期大学体育大会

5 人という少ない部員数なが
らも、全国大会 3 位、県大
会優勝(4 連覇)という成績を
残すことができました。しか
し、これで満足せず、さらに
上を目指していきます。10
月のインカレ予選も思いっきりプレーをし、頑
張ります。

男子バスケットボール部

市川　健太 ●総合ビジネス学科２年

全国大会の悔しさをバネに練
習に励みました。県大会では
努力が実り、大奮闘の結果、
3 位となり嬉しかったです。
１年生の来年の活躍に期待し
ています。全国・県ともに女
子団体戦の参加が良い経験になりました。

バドミントンサークル

横山　　碧 ●総合ビジネス学科２年

少ないメンバーなので、練習もなかなかうまく
いきませんでしたが、卒業生や先生、仲間達に
支えられ、試合に臨むことができました。初の
全国制覇を掴むことができたのも、支えてくれ
た人達がいてくれたからです。感謝の気持ちを
忘れずに、来年も頑張って、優勝したいです。

テニスサークル

傘木　　駿 ●総合ビジネス学科１年

久しぶりの公式戦で緊張し
てしまい、いつもなら出来
ることが試合では発揮でき
ませんでした。結果はあま
り良いものではありません
が、良い経験が出来ました。
この悔しさを次に繋げられるように頑張りま
す。

卓球サークル

石原　文太 ●総合ビジネス学科１年

全国、県大会ともに5人とい
う少ないメンバーで望みまし
た。少ないからこそチームワ
ークが大切という事を学びま
した。最後の大会である北信
越インカレ予選に向けてチー
ムが一つになってよい結果を残せるように頑張
りたいです。

女子バスケットボール部

西村映利奈 ●総合ビジネス学科２年

全国大会では、先輩方の成績
を上回ることができず残念で
した。県大会は、6連覇を目
指すというプレッシャーと全
員揃っての練習が出来なかっ
たことで不安がありました。
でも、チーム一致団結して優勝できたので嬉し
かったです。

女子バレーボール部

松山　　佳 ●介護福祉学科２年

試合の勝ち負けよりも個々の
課題や試合内容を重視して挑
みました。大会に向けてチー
ムがベストコンディションで
臨めたことで一丸となって戦
えました。全国大会(12連覇)、
県大会(10連覇)ともに優勝できとても嬉しいで
す。

男子バレーボール部

戸松　正明 ●総合ビジネス学科２年

全国大会は、8月 8日～ 11日まで東京都を中
心に開催されました。本学からは、男女バレーボー
ル、男女バスケットボール、男女バドミントン、男
子卓球、男女ソフトテニスの 9種目に出場しまし
た。男子バレーボールは、見事、12連覇、16回
目の全国制覇を達成しました。男子ソフトテニスは
念願の初優勝を遂げました。
県大会は 9月 17日、本学が主管校となり佐久

市内 4会場で行われました。本学からは、男女バ
レーボール、男女バスケットボール、女子バドミン
トンの 5種目に出場し、男女バレーボール、男子
バスケットボールが優勝を収めました。大会結果は
次のとおり。詳細はホームページをご覧ください。



様々なボランティア活動に対する理解を深め、ボランティア
活動の社会的な意義を考えます。地域に根ざした各種行事や支
援を必要としている場面において、主体的に参加し、ボランテ
ィア活動の高揚を図ります。

■ボランティア

障がい者の方達が働く授産施設「佐久コスモスワークス」で行われた

お祭りのイベントに、２日間ボランティアとして参加しました。お祭り

の飾り付けをしたり、利用者さんの見守りをしたり、一緒に「マルマ

ル・モリモリ」を踊ったりしました。最初は利用者さん達とコミュニケ

ーションが上手にとれず、とまどいましたが、次第にいろいろな人達と

仲良くなれ、楽しくボランティアができました。人見知りの私ですが、

人前で踊れる自分を発見したり、新しい出会いがあったりと、とてもか

けがえのない時間を過ごすことができました。

須藤　佐和
（介護福祉学科１年）

24 時間テレビの募金会場である地元のショッピングセンターで、

ボランティアを行いました。当日は、たくさんの方が来場され、募

金に協力してくれました。子供たちが募金をしている姿を見て、た

とえわずかなお金でも誰かの役にたってほしいという優しい気持ち

が伝わってきて、自分も暖かな気持ちになりました。一人ひとりの

善意が集まって大きな力となり、今支援を必要としている方々のと

ころへお金を届けるのが募金活動だと思います。今回のボランティ

ア活動を通して人の優しさに触れ、たくさんの感動をもらうことが

できました。

保 涼
（介護福祉学科１年）

2 次元および 3次元コンピュータグラフィクスの基本技術を
学び、Photoshop や Illustrator 等のソフトを使ってポスター
制作を行います。｢夏｣をテーマに各自学んだことを生かし表現
します。

■2Ｄ・3Ｄグラフィクス＋写真3枚(CD-ROM)

自分で撮影した写真などを使い、課

題制作に取り組みましたが、初めは

なかなか自分の思ったとおりのもの

ができず大変でした。しかし、だん

だんと操作の仕方にも慣れていき、

自分でも納得のいくポスターを作る

ことができました。この授業で学んだことを、これからの作品づく

りに生かしていきたいと思います。

依田　七瀬
（総合ビジネス学科１年）

普段、体験することが難しいゴルフや乗馬などに挑戦します。
乗馬実習では「駒の里」として有名な望月馬事公苑で馬房清掃
や馬体の手入れ、騎乗、手綱を操作し、常足・軽早走に挑戦し
ます。ゴルフラウンド実習では、学内ゴルフ練習場で基礎を身
につけた後、上田丸子グランヴィリオゴ
ルフ倶楽部でラウンド実習を行います。

■アウトドアスポーツ応用(乗馬・ゴルフラウンド実習)

乗馬実習では、最初は自分が思っていた以上に馬が大きくて驚き

ましたが、手入れをしたり乗馬をしているうちに馬という生き物に

ついてわかりとても勉強になりました。

ゴルフ実習では、実際にラ

ウンドに出てみると練習と違

い、全然うまくいきませんで

したが、大自然の中 18 ホー

ルを回りとても貴重な体験が

できました。

依田　　明
（総合ビジネス学科２年）
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前期の授業から　～新たな体験や学び～
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◇
第
二
十
二
回
卒
業
生
　
信
陽
会
入
会
式
行
わ
れ
る

去
る
平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日(

火)

に
佐
久
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
に

お
い
て
、
第
二
十
二
回
卒
業
生
の
信
陽
会
入
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
白
井
汪
芳
学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
教
職
員

や
卒
業
生
の
ご
家
族
も
参
加
。
第
二
十
二
回
卒
業
生
八

十
九
名
全
員
が
、
信
陽
会
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
会
員
総
数
は
、
四
五
二
五
名
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
入
会
式
で
は
、
信
陽
会
の
目
的
や
事
業
内
容
を

説
明
。
ま
た
、
第
二
十
二
回
卒
業
生
か
ら
の
役
員
と
し

て
、
理
事
に
安
井
泰
則
さ
ん(

長
野
市
出
身)

、
評
議
員

に
渡
辺
裕
司
さ
ん(

北
佐
久
郡
御
代
田
町
出
身)

の
お
二

人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
今
後
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

◇
平
成
二
十
三
年
度
信
陽
会
奨
学
生
決
ま
る

平
成
十
三
年
四
月
か
ら
信
州
短
期
大
学
に
在
学
し
て
い

る
学
生
に
対
し
て
、
無
返
還
の
奨
学
金
を
給
付
し
、
学

生
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
選

考
の
結
果
、
二
年
次
生
一
名
（
継
続
）
に
奨
学
金
を
給

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
奨
学
生
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

◇
異
動
報
告
の
お
願
い

氏
名
、
現
住
所
、
勤
務
先
等
を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

た
だ
く
際
は
、
必
ず
会
員
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
会
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
本

会
活
動
等
の
ご
案
内
の
み
に
使
用
す
る
も
の
と
し
、
会

員
本
人
の
同
意
な
く
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
信
陽
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

信
州
短
期
大
学
内
信
陽
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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信
陽
会
だ
よ
り

NOW.
卒業生の今　　　　シリーズ

【佐久浅間農業協働組合　大里支所】
（所　属：総務金融共済課）

橋　明美さん

（第21期生）
平成22年3月卒業

▼
現
在
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

入
所
し
て
す
ぐ
に
大
里
支
所
の

総
務
金
融
共
済
課
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
貯
金
全
般
の
業
務

と
金
融
窓
口
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
。
お
客
様
の
お
金
を
扱
う
仕

事
で
す
の
で
、
と
て
も
気
を
遣
い

ま
す
。
お
客
様
に
と
っ
て
親
し
み

や
す
く
、
信
頼
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
こ
と
を
常
に
頭
に
お
き

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

▼
今
の
仕
事
で
大
変
な
こ
と
や

辛
い
こ
と
、
逆
に
う
れ
し
い

こ
と
は
？

仕
事
に
つ
い
て
は
、
覚
え
る
こ

と
、
勉
強
す
る
こ
と
が
多
く
大
変

で
し
た
。
そ
れ
よ
り
も
学
生
と
は

１
日
の
サ
イ
ク
ル
が
違
う
の
で
、

入
社
し
た
当
初
は
慣
れ
る
の
に
大

変
で
し
た
。
し
か
し
、
先
輩
方
の

ご
指
導
、
支
え
も
あ
り
、
現
在
は

あ
る
程
度
一
人
で
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
嬉
し
い

こ
と
で
す
。

▼
信
州
短
期
大
学
で
学
ん
だ
こ
と

が
、
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
業
務
な
の
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
で
学

ん
だ
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
が
役
に
立

っ
て
い
ま
す
。
将
来
事
務
系
を
希

望
し
て
い
る
人
は
、
し
っ
か
り
パ

ソ
コ
ン
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
他
に
、
お
客
様

へ
の
お
茶
出
し
を
す
る
こ
と
が
多

く
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
で
学

ん
だ
こ
と
が
と
て
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

▼
現
在
の
仕
事
を
し
て
い
て
、

今
の
学
生
に
望
む
こ
と
は
？

短
大
は
２
年
間
と
い
う
短
い
時

間
で
す
が
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
時
間
を
無
駄

に
せ
ず
、
多
く
を
学
ん
で
く
だ
さ

い
。
学
問
も
そ
う
で
す
が
、
人
間

関
係
や
社
会
の
常
識
な
ど
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
し
っ
か
り
遊
ぶ(

学
生

生
活
を
楽
し
む)

こ
と
も
大
切
で

す
。

▼
今
、
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
　

は
？

健
康
の
た
め
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

を
始
め
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
る

と
自
分
の
健
康
管
理
は
自
分
で
し

っ
か
り
や
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

▼
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
は
？

利
用
さ
れ
る
方
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
だ
い
ぶ
覚
え
ま
し
た
。
更

に
、
知
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り

の
お
客
様
の
要
望
に
あ
っ
た
ご
提

案
、
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

12

草
間
文
男先生

信
州
短
期
大
学

で
十
三
年
間
勤
め

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
は
じ
め
は
法
人
事
務
局
の
職
員
と
し

て
の
勤
務
で
し
た
の
で
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
触

れ
合
い
は
乏
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
勤
務
の
後

半
は
学
生
部
長
、
あ
る
い
は
外
国
語
担
当
教
員

と
し
て
、
さ
ら
に
ゼ
ミ
担
当
と
し
て
、
教
員
と

し
て
の
勤
務
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
の
仕
事
も
や
り
甲
斐
の
あ
る
も
の
で

し
た
が
、
若
い
時
か
ら
高
等
学
校
の
教
員
と
し

て
生
徒
た
ち
と
の
触
れ
合
い
に
こ
の
上
な
い
楽

し
み
を
感
じ
て
来
た
も
の
で
す
か
ら
、
や
は
り

キ
ャ
リ
ア
の
最
後
を
、
教
壇
に
立
ち
、
学
生
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は

大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。

な
に
ご
と
も
時
代
と
と
も
に
変
化
・
発
展
す

る
も
の
で
す
。
今
ま
で
地
域
の
最
高
の
高
等
教

育
機
関
と
し
て
尽
く
し
て
来
た
信
州
短
期
大
学

が
、
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

時
に
、
こ
の
学
校
を
去
る
こ
と
に
、
寂
し
さ
と

同
時
に
大
き
な
発
展
へ
の
期
待
を
覚
え
て
お
り

ま
す
。

退
職
の
前
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

『
佐
久
地
方
で
使
わ
れ
て
い
る
方
言
』
の
編
集

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
貴
重
な
体

験
で
し
た
。
信
州
短
期
大
学
の
地
域
へ
の
貢
献

の
一
助
と
な
れ
ば
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

信
州
短
期
大
学
の
一
層
の
ご
発
展
と
、
役

員
・
教
職
員
、
卒
業
生
、
そ
し
て
在
学
生
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
に
あ
た
り




